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カメラで撮影した映像をクラウド上に録画し、

様々なデバイスからいつでも・どこでも遠隔モニタリングが可能

カメラデータの活用を広げる便利な機能

すぐに「使える」便利機能 API連携機能

開発の手間とコストを削減便利機能で業務を効率化

サービス全体像

※１ AIカメラと本サービスの接続については、事前に接続確認が必要です。接続には専用ソフトウェアのインストールが必要です。
※２ Profile Sが対象です。ONVIF対応カメラを使用する場合、Cameleoゲートウェイが必要です。ご使用になる機器とCameleoの

接続可否については事前に接続確認が必要です。Cameleoゲートウェイ経由の場合、一部の機能に制限が発生することがあります。



活用方法は現場の数だけ！ユースケースの一部をご紹介

屋外の映像も現地に行かずに確認。

災害時でもリアルタイムに現地の状況を把握。

商品の陳列状況や来客状況を遠隔で確認。

臨店業務にかかる時間・負担を低減。

人が多く集まる場所の混雑状況を可視化。

密の発生を防止し、安心と安全を提供。

公共スペースの混雑検知や通知

防災・減災に必要な遠隔監視流通店舗における状況確認

製造・物流現場での作業効率改善

実績上で改善余地のある作業は実映像を確認。

データだけでは読み取れない根本原因を究明。
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レコーダー不要のクラウドサービス マルチメーカー/デバイス対応

さらにセキュリティカメラにまつわるこんなお悩みも解決します！

設備投資はできるだけ減らしたい
拠点に様々なカメラが混在

メーカーごとの運用管理が手間
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